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9月27日に日吉でトランポリン、11月1日にモルックといもたきを体験しました。トランポリンは少人数

での参加となりましたが、講師の皆さんの手厚い指導でみるみる上達しました♪モルックはほとんどの学

級生が未体験でしたが、競い合いながら楽しんで体験していました。いもたきは婦人会の皆さんの調理

で、郷土料理を味わってもらいました。おかわりもたくさんして、こどもたちは満足していたようです。

婦人会の皆さん、お世話になりました♪

補助をしてもらって安心♪ 講師の桂さんの丁寧な指導 跳んだときの爽快感♪

トランポリン体験

協力してモルックを並べます狙ったところへ！得点を頭に入れながら投げます

思い切って狙います！ できたては美味しいね★ 愛情こめてよそってもらってます

調理は秋の風を感じながら おかわりたくさんしました♪ 婦人会の皆さんありがとう★
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今年は泉地区と合同で開催しました！対抗戦ということもあり、白熱した試合と

なりました。優勝は興野々Aチーム、近永も検討し奈良チームが敢闘賞をいただき

ました♪主事も試合に参加し、一緒に楽しませていただきました♪
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９月１１日に第２回目のレディース・カルチャー・スクールを開催しました。

ソープフラワーを使ったフラワーアレンジメントを、中平千重先生にご指導いた

だきながら制作しました。受講された皆さん、彩も華やかにそれぞれの個性を生

かした作品が完成しました♪

９月１１日に第２回目のレディース・カルチャー・スクールを開催しました。

ソープフラワーを使ったフラワーアレンジメントを、中平千重先生にご指導いた

だきながら制作しました。受講された皆さん、彩も華やかにそれぞれの個性を生

かした作品が完成しました♪
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10/19/2025 近永小学校運動場

第５２回近永地区運動会開催
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芝・永野市芝・永野市
鬼北の里・中野川
芝・永野市 チームチームチーム

令和７年度

心配された天気もどこへやら。当日は過
ごしやすい気候となり、絶好の運動会日
和となりました。地域の皆様のおかけで
運動会を開催できましたこと、感謝申し
上げます。

（3）



　ヤバい。読みながら何度も心の奥でうぐぐぐぐっ、となる。そもタイトルからしてヤバくないですか？　

静謐（せいひつ）な祈りの場のチャーチではなくて、ライブ会場でウェーイ的なメガチャーチ。なので、

心して読んだ。というか、朝井さんの物語を読む時は、私はいつも心して読んでいる。

　物語は、三人の視点で語られていく。レコード会社勤務の久保田慶彦47歳、武藤澄香19歳、隅川絢子

35歳。澄香は久保田の娘で、親の離婚後、母親と暮らしている。アイドルグループの「ファンダム（とり

わけ熱いファンの集団）の熱量を高め続けることに特化したチーム」の一員となった久保田。自意識高い

系の仲間に加われず、大学での居場所が見つからない澄香。若手俳優のファンダムだった絢子。

　三人のうちの、誰に共鳴するのかは読み手によるだろう。私は久保田のパートにめっちゃ引き込まれま

した。「今後（自分の人生に）還（かえ）ってくるのは、これまでやってきたことよりも、これまでやっ

てこなかったことのほうなのかもしれない」という冒頭の彼の言葉は、読後も棘（とげ）のように刺さっ

ている。現在進行形のファンダムである澄香と、かつてファンダムだった熱量を今は別の対象に向けてい

る絢子は、まるで合わせ鏡のようだ。だから、物語終盤近くの14章を読むとぞくりとなる。巧（うま）い

なぁ。久保田がいるチームを「信徒獲得と教義の布教のため」だとするマーケティングリーダーの国見。

それって、選挙に、そして、戦争にも通じるものじゃないか？と思わず鳥肌が立つ。

　個人的にツボだったのは、久保田を通して描かれる、ある程度年がいった男性には、気軽にお茶に誘え

る友だちがいないという指摘と、「（女性たちの）雑談って多分、ケアなんですよ」という久保田が担当

するアイドルの言葉だ。深い。いざ、ぎゅうぅぅっと濃縮された〝いま〟を、読むべし、読むべし。

 書評サイト「好書好日」より

書評：吉田 伸子　　書評家

青森市生まれ。「本の雑誌」編集者を経てフリーに。著書に『恋愛のススメ』、

共著に『ミステリースクール』。2024年４月より朝日新聞書評委員。

入りました♪

〈発行・問い合わせ先〉 近永公民館 〒798-1395　鬼北町大字近永７９７番地

ＴＥＬ0895-45-1115 内線4410 / ＦＡＸ0895-45-2810 / Email:chikanaga.k@town.kihoku.ehime.jp

図書新刊

近永公民館貸出図書。

新刊のご案内です。

食堂かたつむり 小川 糸

ふたたび嗤う淑女

イン・ザ・メガチャーチ 朝井 リョウ

月の立つ林で

美しすぎた薔薇

冥途レンタルサービス

嗤う淑女

嗤う淑女二人

連続殺人鬼カエル男ふたたび

青山 美智子

麒麟の翼

　料理の神様、お願いします――衝撃的な失恋のあと、倫子は故郷に戻り実家の離れで食堂を始める。ある

噂とともに店は評判になるが。

　家、家財、声──全てを失って、はじめたのはメニューのない食堂。三ツ星新人作家登場！心もおなかも

温まる、読んでおいしい物語。

なんとかしなくちゃ 星雲編

絶縁病棟

今日未明

みずいらず

殺し屋の営業術

女王さまの休日 ﾏｶﾝ･ﾏﾗﾝﾎﾞﾔｰｼﾞｭ

くわがき あゆ

藤崎 翔

中山 七里

中山 七里

今村 昌弘

恩田 陸

古内 一絵

町田 そのこ

中山 七里

中山 七里

東野 圭吾

兇人邸の殺人

逃亡刑事

いまこそガーシュウィン

中山 七里

中山 七里

垣谷 美雨

染井 為人

辻堂 ゆめ

野宮 有

彼女たちは楽園で遊ぶ越境刑事 中山 七里
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